
「日本在宅介護協会」と「全国介護事業者連盟」が考える 

「在宅介護の現状とこれからの展望について」開催報告書 

 

 １２月３日、初めての共同企画セミナーとして「日本在宅介護協会」と「全国介護事業者

連盟」による「在宅介護の現状とこれからの展望について」をオンラインで開催しました。 

令和３年度介護報酬改定の議論も大詰めを迎え、また新型コロナウイルス感染症の影響

で経営的に打撃を受ける中で新たなサービス提供のあり方を迫られている在宅介護サービ

ス事業に携わる経営者、管理者総勢 108 名の参加を得ました。 

テーマは『コロナ対策』と『介護報酬改定』の二本立てで、第一部は高齢者住宅新聞社の

網谷敏数代表取締役社長をコーディネーターに、全国介護事業者連盟の斉藤正行理事長と

日本在宅介護協会の香取幹常任理事よるディスカッションを行いました。 

 第二部では、医師でもある今枝宗一郎衆議院議員、看護師でもある石田昌宏参議院議員が

登壇し、専門的見地からのプレゼンテーションをいただき、盛会のうちに本セミナーを終え

ることができました。 

これからも、介護関連団体同士の連携を更に推進するとともに、セミナー・研修等の企画、

開催に取り組んでまいります。 

 

 


